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新
春
恒
例
の
長
島
町
消
防
出
初
式

が
１
月
12
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、消
防
団
員
や
椿
妃
隊（
女

性
消
防
隊
）
な
ど
約
３
０
０
人
が
出

席
し
、
永
年
勤
続
団
員
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
防
火
・
防
災
ポ
ス

タ
ー
と
作
文
の
入
賞
者
へ
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
口
孝
治
消
防
団
長
は
「
町
消
防

団
運
営
に
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

町
民
や
団
員
の
家
族
に
心
か
ら
感
謝

す
る
。
全
国
で
多
発
す
る
災
害
を
考

慮
し
、
町
消
防
団
は
、
地
域
の
安
全

を
守
る
要
と
し
て
、
消
火
活
動
だ
け

で
な
く
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
災
害

を
知
り
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
を
重

視
し
、
よ
り
一
層
防
火
防
災
の
充
実

を
図
り
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し

た
。

地
域
安
全
の
向
上
を
〜
令
和
７
年
長
島
町
消
防
出
初
式
〜
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裕
紀
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憲
一
郎

須
嵜　
隆
文

冷
水　
裕
介
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翔
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翔
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７
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長
島
町
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消
防
功
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者
特
別
表
彰
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永
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真
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濱
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太
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武　
一
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池
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善
久

鹿
児
島
県
消
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協
会

総
裁
表
彰
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精
績
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杉
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弘
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【
永
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勤
続
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梶
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飯
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裕
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岩
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卓
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二
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仁
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梶
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冷
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防
火
・
防
災
に
関
す
る
作
品

最
優
秀
賞

【
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

脇
田　

歩
周（
蔵
之
元
小
２
年
）

西
田　
真
菜（
鷹
巣
小
６
年
）

澤
田　
晨
羽（
平
尾
中
１
年
）

【
防
災
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

山
下
日
々
煌（
平
尾
小
５
年
）

【
防
災
作
文
の
部
】

溝
口　
銀
河（
鷹
巣
中
２
年
）

訓示を述べる町口団長訓示を述べる町口団長

表彰を受ける団員表彰を受ける団員

　
武　
一
洋　


